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　本書は，子どもの発達に関する
知識が必要とされる，保育士や幼
稚園教諭，小学校教諭の卵である
学生，つまり，心理学を専門とせ
ず，発達心理学の実践的側面を必
要とする人たちを，主な対象とし
て作られました。そのため，保育
士養成課程，教職課程の要件を満
たしつつ，平易な表現で必要な知
識をわかりやすく伝える努力がな
されています。
　加えて本書には，発達心理学の
もう一つの側面，基礎科学として
のおもしろさを最大限伝える工夫
も施されています。執筆陣は，発

　社会のなかでは，個人が様々な
意思決定を行っている。個人の意
思決定のメカニズムを明らかにす
ることは，心理学だけではなく，
経済学，政治学などの社会科学に
とって基本的な知見を提供でき，
社会政策に取り組む場合にも示
唆を得ることができる。本書は，
人々の好き嫌いなどの個人の選好
はどのように形成され，どのよう
な過程で意思決定がなされ，社会
で生かされるのかを，選好形成と
意思決定についての理論（心理
学，哲学，意思決定論，神経科学の
諸理論），方法論（数理モデル構

達心理学の第一線で研究を行って
いる気鋭の若手研究者たちです。
彼らにコラムとして自身の研究を
紹介してもらうことで，心理学を
専攻する学生にとっても読みごた
えのある内容となっています。最
新の知見が盛り込まれ，各章にお
すすめの参考図書と引用文献リス
トも掲載されていますので，より
専門的な学びにもつなげることが
できるでしょう。養成課程のテキ
ストとしてだけでなく，発達心理
学の入門書として，学生や親御さ
んなど，いろんな方に読んでもら
えればと思います。

成，眼球運動分析，行動分析，心理
計量分析，脳機能画像解析），実証

（観察，実験，調査）の観点から解
説を行っている。本書の各章は，
文科省の特定領域研究や基盤研究
Ａなどを通じて，選好形成と意思
決定について10年以上にわたっ
て共同研究をしてきた人々が担当
しており，それらの研究の成果も
紹介されている。分野は，実験心
理学，社会心理学，行動計量学，神
経科学，精神医学，都市社会工学
などの多岐にわたっており方法論
も異なっているが，本書のタイト
ルと同じ現象を取り扱っている。
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　消費者心理学と言うとセールス
トークやマーケティングリサーチ
を連想される方も多いと思います。
しかし，商業や応用という言葉で
括る前に，消費者である自分自身
の心と行動が，ホモ・エコノミカ
スとどのように異なっているか，考
えてみてください。本書ではそう
した問いへの答えを心理学という
視点から用意しました。なぜ欲し
くなるのか。なぜその商品でない
とダメなのか。消費者行動論や行
動経済学を学んでいる方々にも，
いつもと違う視点から読んでいた
だければと思います。（山田一成）

　人の判断は時として歪み，本人
や周囲に不利益をもたらす。その
最たるものが災害に関する意思決
定であり，私たちは災害リスクにつ
いて判断を誤り，不十分な準備し
かせず，緊急時にも自らの首を絞め
てしまう。そこで，判断バイアスを
克服し，合理的な意思決定によっ
て災害を乗り越えることが重要で
あり……，と普通なら続くところだ
が本書は違っている。原著者たち
の主張は，ダチョウがどうしたって
飛べないように，人間もどうしたっ
て判断バイアスからは自由になれ
ない。ならば，飛べないダチョウが

　消費者としての活動はあまりに
日常的すぎて，意識することは少な
いかもしれません。しかしいま，手
元にあるその商品をなぜ買ったの
か，その時の状況や心の状態を少
し思い出してください。店頭で勧
められたから？ 期間限定だった
から？ あるいは何となく買いたい
気分になったから？　本書では，こ
うした消費をめぐる身近な諸問題
に焦点を当て，国内外の最新の研
究成果を交えて解説しています。
知識を得るほどに，日常の買い物
が楽しくなります！ ぜひ当事者と
してお読みください。（池内裕美）

他の能力によって逃げの名人にな
れたように，われわれも判断バイア
スを前提とし，むしろそれを利用す
るマネジメントによって災害対応
の名人になれるはず，というもので
ある。読んでいて「ダメだこりゃ」
とつぶやいてしまう事例が満載だ
が，そういったダメ判断に向かっ
て後知恵で無益な批判を展開する
のではなく，生産的な対策を得よう
とするところが本書の特色である。
本書の基盤にあるのは二重過程理
論であり，同理論の防災・減災に
向けた斬新なアプローチが示され
ている。
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